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第２章 木津川市の教育をめぐる状況 

 

第１節 ふるさと木津川市 

     木津川市は、木津川の流れや美しい里山、多くの歴史的文化遺産など 

豊かな歴史や自然環境に恵まれ、また、国家的プロジェクトとして建設 

が進む関西文化学術研究都市を擁する魅力あるまちで、平成１９年３月 

に木津町、加茂町、山城町が合併し、市制施行を行いました。 

 本市は、近畿のほぼ中央、京都府南部の山城地域に位置し、京都・大 

阪の中心部から約３０㎞圏内にあります。北東部と南東部には山地が広 

がり、その間をぬって、木津川が中心部を東から西に、そして西端部で 

大きくカーブし、北へ向かって流れており、木津川に沿った地域に平野 

部が広がっています。 

 本市の歴史を遡ると、山城地域の中でも古くより開けたところです。

奈良の平城京に都があった頃は、木津川の水運による交通の要衝や平城

京を中心とする官道の沿線地域として発展しました。また、一時期、都

「恭仁京」が置かれ、加茂地域に宮が設けられました。 

 このように、本市は、京都と奈良を結ぶ軸上にあって、都に関連の深

い地域として、人、物、文化が盛んに往来し、個性豊かな文化、産業が

進展してきました。 

今日、関西文化学術研究都市の中核地である本市の平城・相楽地区及

び木津地区では、約２０社に及ぶ企業立地が進み、地域経済の活性化と

雇用の創出などを通して、市勢のさらなる発展に大きく寄与しています。 
 

第２節 木津川市の教育等を取り巻く状況 

（１）人口等の状況 

     本市の平成２５年３月末現在の人口総数は７２，１１４人、世帯数は

２６，６７４世帯です。平成１９年３月１２日に木津川市が誕生した時

点では、６６，４９０人、２２，９９１世帯でありましたが、この６年

間で、５，６２４人、３，６８３世帯と急増しているところです。 

    また、年齢別人口構成では、平成１９年３月の合併時点での１５歳未

満の人口は１０，６８７人（16.05％）でありましたが、平成２５年３月

末現在では１２，３８４人（17.17％）と、青少年の割合が高くなってい
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２６年４月には新たに城山台地区に１校開校します。 

  ③ 中学校の状況 

平成２５年５月 1日現在、市内には５校の市立中学校があり、生徒数 

は１，９９８人、学級数は６４学級です。平成１９年同期と比較すると、

生徒数で３６４人（22.3％）増、学級数で１０学級（18.5％）増となっ

ています。小学校と同様、木津南地区において増加していることから、

平成２３年４月に１校開校しました。 

 

このような小中学校の児童生徒数の増加傾向は、独立行政法人都市再生 

機構による大規模開発地域における本市での定住人口の流入が主因となっ

ています。 

今後においても、増加傾向は続くものと思われますので、中長期的な視

点に立った学校施設の増改築、改修などを計画的に進めていく必要があり

ます。 

 

○市立幼稚園、小・中学校の園児、児童、生徒の推移    毎年 5 月 1日現在 

区  分 
平成 

 19 年 

平成 

20 年

平成 

  21 年

平成 

  22 年

平成 

  23 年

平成 

  24 年 

平成 

  25 年

園児数 573 551 563 552 542 563 587
幼稚園 

学級数 20 19 20 19 20 20 20

児童数 4,142 4,282 4,466 4,639 4,776 4,885 5,042
小学校 

学級数 165 165 172 177 183 188 189

生徒数 1,634 1,653 1,710 1,744 1,809 1,932 1,998
中学校 

学級数 54 53 53 56 60 62 64

 

（３）学校給食センターの状況 

  本市においては、平成２５年度現在、３箇所の学校給食センターを設置

しています。  

 学校給食法（昭和２９年法律第１６０号）の改正法（平成２１年法律第

５３号）が平成２１年４月に施行され、「学校における食育の推進」が位置

づけられるとともに、栄養教諭が学校給食を活用した食に関する指導を充

実することについて明記されました。 

木津川市ではこれまで文部科学省の委託を受け、「栄養教諭を中核とした

食育推進事業」に取り組んできましたが、今後も、系統的な食の指導を進

めるとともに、食の安全性の確保や地産地消の推進等、学校給食を活きた

教材として食育を推進していく必要があります。 
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○市立学校給食センター 

区    分 構   造 運営方式 調理能力 

木津学校給食センター 
鉄筋コンクリート

造２階建 

米飯  2,500 食

副食  5,000 食

山城学校給食センター 鉄骨造平屋建 
米飯   2,400 食

副食  1,000 食

加茂学校給食センター 鉄骨造２階建 

フルドライ

システム 

米飯  2,500 食

副食   2,500 食

 

（４）社会教育施設の状況 

   本市には、社会教育施設として、公民館、図書館、各種スポーツ施設な

ど数多くの施設を有しており、市民の学習・交流の場、体力づくりの場と

なっています。 

   豊かで活力ある地域社会を築き、心の豊かさや生きがいのある人生を送

るためには、市民一人一人が自主的、自発的に学習することができる環境

整備が必要であり、今後もニーズの多様化・高度化に対応したサービスの

提供が不可欠となっています。 

また、ライフスタイルの多様化が進み、余暇時間の増大や健康への関心

が高まる中、健康づくりや体力増進のみならず、地域コミュニティづくり

にも重要な役割を果たしており、子どもから高齢者まであらゆる人が各段

階において、生涯にわたり健康でいきいきと暮らせるような環境整備を進

めていく必要があります。 

○市立社会教育施設                  平成 25年 5月 1日現在 

施設の種類 施設数 施   設   名 

公民館 ３ 南加茂台公民館、瓶原公民館、当尾公民館 

図書館 ３ 中央図書館、加茂図書館、山城図書館 

文化ホール ２ 加茂文化センター、山城総合文化センター 

交流会館 ３ 中央交流会館、西部交流会館、東部交流会館 

スポーツ施設 １４ 

中央体育館、市民スポーツセンター、加茂体育館、

木津グラウンド、兜谷公園、木津川台公園、梅美台

公園、加茂グラウンド、赤田川グラウンド、塚穴公

園、不動川公園、やすらぎタウン山城プール、上狛

駅東公園、山城コミュニティ運動広場 

その他の施設 ８ 

加茂青少年山の家、加茂プラネタリウム館、加茂青

少年センター、文化財整理保管センター、文化財整

理保管センター分室、小谷上教育集会所、小谷下教

育集会所、当尾の郷会館 
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（５）文化財の状況 

     本市には、先人たちが培ってきた歴史や文化が脈々と受け継がれ、国宝

や重要文化財に指定された数多くの有形・無形の文化財を有しています。特

に、本市は府内において、京都市に 

次ぐ文化財の宝庫となっています。 

 また、歴史的な街並みや伝統的な祭 

礼などは、地域住民の活動により守ら 

れてきました。これら貴重な歴史的文 

化遺産を大切に保存し、次世代に継承 

するための取組が必要となっています。 

   このことから、身近にある地域の文化遺産を教材とした教育活動や生涯

学習の場として活用する必要があります。 

○指定文化財等の件数 

区   分 国指定 
京都府 

指定 

京都府

登録 

京都府

決定 

木津川市 

指定 

建造物  １９（３） ２ ８  ６

絵画 ３ ２ １  ３

彫刻  ２６（３） ４ ３  ９

工芸品 １ ２ １  

書籍典籍 ２  

古文書 １  ３

考古資料  ３

有形 

文化財 

歴史資料 １  １

無形民俗文化財 １ １ ５  １

有形民俗文化財 ３  

史跡名勝天然記念物   ６（１） ２  ５

環境保全地域・地区 ９ 

合   計  ５８（７） １５ ２１ ９ ３１

備考 1（ ）は、重要文化財内の国宝数及び史跡名勝天然記念物内の特別指定数を内

書き。 

   2 史跡名勝天然記念物には、２府県にわたるもの２件を含む。  
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小学６年生              中学３年生 
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